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平成２８年７月２９日 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

平成２８年度 サンマ長期漁海況予報 

          － 別表の水産関係機関が検討し国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

東北区水産研究所がとりまとめた結果 － 

 

 

今後の見通し(平成28年8月～12月)のポイント 
 

漁況 

・来遊量は昨年をやや下回る。 

・漁期はじめは低調で、その後も旬別漁獲量の変動が大きい。 

海況(平成２８年度 第３回 東北海区海況予報参照;掲載先 http://abchan.fra.go.jp/) 

・親潮第1分枝の南限は極めて北偏、釧路沖の暖水塊は停滞し、津軽暖流の張り出しは強いと予想され

る。そのため、道東～三陸海域の水温は高めで経過し、サンマの漁場への来遊を阻む可能性が高い。 

2016年6～7月に行われた漁期前調査で採集された調査点別のサンマの採集尾数。詳細は本文参照 

 

 

問い合わせ先 

漁況について 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 東北区水産研究所 資源管理部 

担当：木所、巣山 

電話：0178-33-3411 FAX：0178-34-1357 

海況について 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 東北区水産研究所 資源環境部 

担当：筧、奥西 

電話：022-365-9928 FAX：022-367-1250 

当資料のホームページ掲載先URL 

http://tnfri.fra.affrc.go.jp/press/h28/20160729/20160729sanmayohou.pdf 

参考資料 
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平成28年度 北西太平洋サンマ漁況予報 

今後の見通し(2016年8月～12月) 

対象海域：北西太平洋(道東海域から常磐海域；海域の名称と区分については図1参照) 

対象漁業：サンマ棒受網 

(1)来遊量：昨年をやや下回る。 

(2)魚体：漁期を通じて1歳魚の割合が高い。漁期全体における漁獲物の1歳魚の割合は、昨年

(85%)並み。(1歳魚の体長は、6月～7月の漁期前調査時におおむね27cm以上、8月以

降の漁期中は28cm以上) 

(3)漁期・漁場：大型船出漁直後(8月下旬)の漁獲量は少なく、漁場は択捉島沖以北の広い海域

に分散する。9月中旬になると漁況は上向くものの、その後も旬別漁獲量の変動は大

きく、漁場は親潮第2分枝沿いの沖合に形成される。三陸海域への南下時期は平年よ

りやや遅れ、漁場形成は10月中旬となる。 

 

昨年までの漁獲量と資源状態 

 

日本における棒受網によるサンマの漁獲量(1981年～2015年)は、11.2万(2015年)～34.3万トン

(2008年)の間で推移しており、2000年～2009年までは毎年20万トンを上回っていたが、2010年以

降は減少し、2015年は1981年以降最低の11.2万トンとなった(図2)。日本のほか、ロシア、台湾、

韓国、中国でもサンマを漁獲しており、このうちロシア(旧ソ連)は1960年代から、韓国が1980年

代中盤から、台湾が1980年代後半から漁獲を始め、さらに中国も2012年にサンマ漁業に参入して

いる。1981年以降のこれらの国・地域を含めた全漁業国の漁獲量は、17.0万(1999年)～62.5万ト

ン(2014年)の間で推移しており、2015年における日本の漁獲量が占める割合は約1/3となってい

る。 

サンマは日本の近海だけでなく、北太平洋の中緯度域(亜寒帯から亜熱帯海域)に広く分布して
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おり、東西および南北方向に季節的な回遊を行う。漁期前の6月～7月には主に東経155ﾟよりも東

側(沖側)に分布しているが(図3)、8月以降に日本近海に来遊してくる。日本のサンマ棒受網漁業

は8月～12月に行われるが、サンマの回遊とともに漁場は南に移動し、8月に千島から道東沖、10

月には三陸沖に漁場が形成され、漁期末の11月下旬～12月には漁場の南端が茨城県～千葉県沖に

達する。 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 (以下、水産研究・教育機構)では水産庁の委託を受

け、サンマの資源状況を把握する目的で、2003年以降、漁期前(6月～7月)に日本近海から西経

165ﾟにおいて表層トロール網を用いた漁獲調査を毎年行い、年ごとの資源量を推定している (図

3,4) 。この調査の結果から、日本漁船の漁獲の主対象になるサンマは、漁期前(6月～7月)に西経

177ﾟよりも西側(日本側)の海域に分布するものが、日本近海に来遊したものであると考えられて

いる。また、西経177ﾟ以西の資源量は2009年までは200.8万(2007年)～441.7万トン(2003年)であ

ったが、2010年以降は日本近海(主に東経155ﾟ～165ﾟ付近)の資源量が減少したことにより、2011

年を除いて毎年200万トンを下回っている。 

2010年以降に漁期前における日本近海の資源量が減少したことに伴い、漁期前半の8月下旬から

9月上旬または中旬までの旬別漁獲量が減少した。しかし、漁期中盤以降になると、6月～7月に東

経160ﾟ付近以東に分布していたサンマも日本近海に来遊することによって旬別漁獲量は増加して

いる (図5) 。なお、漁期前の分布量が減少する2009年以前は、8月下旬に道東海域～色丹島南沖

に漁場が形成されることが多かったが、2010年以降は色丹島～ウルップ島沖となっており (図

6) 、日本近海における漁期前の分布量の減少は、漁獲量に加えて漁場位置にも影響を与えてい

る。 

 

今後の見通しについての説明 

 

本予報は、今年の漁況について今年の6月～7月に、水産研究・教育機構 東北区水産研究所が
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北光丸(北海道区水産研究所)および北海道教育庁北鳳丸(用船)を用いて行ったサンマ漁期前調査

結果および地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 水産研究本部 釧路水産試験場(以下、釧

路水試)が北辰丸を用いて行った表層トロールによるサンマ北上期資源調査の調査結果、ならびに

全国さんま棒受網漁業協同組合(全さんま)から提供された5月から行われているサンマ棒受網漁船

の公海試験操業の漁獲結果などをもとにして作成した。 

 

（1） 来遊量 

上述のように、サンマは6月～7月には日本沿岸域に少ないものの、8月以降に沖合から来遊して

くる。そのため、漁期前(6月～7月)の沖合におけるサンマの分布量が日本沿岸漁場への来遊量を

予測する上での重要な情報となる。 

6月～7月の漁期前に、東北水研が行った調査結果で推定された西経177ﾟ以西の資源量(暫定値)

は121.9万トンで、昨年(136.2万トン)の89.5%となった(図4)。海域別には、2区(112.3万トン)は

昨年(111.5万トン)並みだったものの、1区(9.6万トン)では昨年(24.6万トン)より半減した (図

4) 。年齢組成については、東経156ﾟ～160ﾟおよび東経170ﾟ～180ﾟで採集されたサンマは1歳魚の

割合が高く、それぞれ97.1%、91.5%であった。ただし、東経167ﾟ上の調査点では0歳魚が多かった

ことから、1歳魚の割合は7.2%と低かった(図7)。1～2区の27cm以上のサンマの資源尾数を昨年と

比較すると、今年は84.8億尾と昨年(91.1億尾)の93.1%とやや減少していた。 

7月の釧路水試北辰丸による調査結果では、調査海域の最も東側の東経157ﾟでは22尾のサンマが

漁獲されたものの、その西側では1尾が採集されたにすぎず、東経160ﾟ以西の分布量が少ないこと

を裏付けている。 

一方、5月から始まったサンマ棒受網漁船の公海試験操業の漁獲結果では、5月～6月下旬の漁場

は東経156ﾟ～160ﾟ付近、7月中旬からは東経160ﾟ～162ﾟ付近にあり、上述した6月～7月の調査で、

1歳魚の漁獲が多かった海域で漁場が形成されていた (図8) 。 

以上のように、東北水研の調査結果では、西経177ﾟ以西の資源量は昨年よりもやや少なく、特
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に日本近海で少なかった。この結果、1～2区の資源量は重量および１歳魚の資源尾数ともに1割近

く減っており、今年のサンマの漁場への来遊量は昨年をやや下回ると予想される。 

 

(2)魚体 

6月～7月に日本近海から西経177ﾟ以西海域での1歳魚の割合が高い年は、8月以降のサンマ棒受

網による漁獲物の1歳魚の割合も高くなる。 

2016年6月～7月に行った東北区水産研究所の表層トロールによって、西経177ﾟ以西の調査海域

で採集されたサンマ全体に占める1歳魚(27cm以上)の推定資源尾数の割合は59.0%で、昨年の57.3%

をとほぼ同水準であった。調査で採集されたサンマの体長組成を経度10ﾟ間隔ごとの海域で集計す

ると、東経150ﾟ～160ﾟおよび東経170ﾟ～180ﾟでは1歳魚の割合が非常に高い(それぞれ97.1%、

91.5%) (図7) 。 

東経157ﾟ以西で行われた釧路水試北辰丸による表層トロール調査結果でも、調査海域全体で96%

以上が1歳魚と見なされる27cm以上であった。 

東経156ﾟ～162ﾟ域で実施されたサンマ棒受網漁船の公海試験操業の漁獲結果の漁獲物でも、

27cm以上の割合が高かった(図8) 。 

漁期前に実施された調査結果をまとめると、東経160ﾟ～170ﾟの海域で0歳魚の分布が多いもの

の、日本近海から180ﾟまでは1歳魚の割合が高い。漁期には調査時に西側に分布していた魚群から

順次日本近海の漁場に来遊すると考えられるため、漁期の中盤で0歳魚が混じるものの、漁期全体を通

して1歳魚主体に漁獲され、漁期を通じた漁獲物に占める1歳魚の割合は昨年の84.6% 並みになると

考えられる。 

 

(3)漁期・漁場 

サンマ漁場と表面水温とは密接に関わっており、過去5年間における8月下旬(100トン以上のサ

ンマ棒受網船出漁直後)の漁場での平均表面水温は15℃前後であったことから、表面水温15℃が漁
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期・漁場を予測する際の指標になると判断される。 

7月29日に発表した「国立研究開発法人 水産研究・教育機構 平成28年度 第3回 東北海区海況

予報」においても親潮第1分枝の南限は極めて北偏し、釧路沖の暖水塊は停滞すると予測されてい

る。7月下旬現在、道東海域では釧路沖から南東方向に表面水温15℃の等温線が延びているが、例

年8月下旬にかけて表面水温はさらに上昇する。7月20日気象庁発表の海面水温・海流1か月予報

(http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/ocean/forecast/month.html)では、8月20

日予想図における15℃の等温線が、択捉島北部から東に延びている。また、6月～7月のサンマの

分布が東に偏っていることから来遊が遅れ、15℃の等温線以北に漁場が分散すると考えられる。

以上のことから、100トン以上のサンマ棒受網船出漁(8月20日)直後の漁場は択捉島以北の広い海

域に分散して形成されると予測される。 

親潮第1分枝先端が北偏し、釧路沖の暖水塊が停滞する上に、津軽暖流の下北半島東方への張り

出しがかなり強勢と予測されることから、沿岸の水温は高めに推移すると予測される。一方、親

潮第2分枝の南限は平年並み～やや南偏となることから、サンマは親潮第2分枝に沿って南下し、9

月以降の漁場は東経146ﾟ以東の沖合に形成される。また、魚群が沖合を通って三陸海域に来遊す

るために、漁場形成は平年よりやや遅れた10月中旬になると考えられる。 

6月～7月の漁期前調査時における1歳魚の分布は、東経156ﾟ～160ﾟに加え東経170ﾟ～180ﾟ付近に

多いもののその中間の東経160～170ﾟ付近で少なく、分布が不連続になっている。そのため、9月

中旬頃には一時的に漁況が上向くものの、その後の魚群の漁場への来遊は断続的であり、時期に

よる来遊量の変動が大きく漁況は安定しないと考えられる。 

なお、常磐海域の漁期・漁場予測は9月から始まる「サンマ中短期予報」で発表する。(掲載場

所はhttp://www.jafic.or.jp/gyokaikyo/index.html) 
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図 1．本予報における海域名 

 

 

 

図 2．1981 年以降の日本および国別・地域別のサンマの漁獲量 
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図3．2006 年～2009 年(1区の資源量が減少する前)、2013 年～2016 年(1区の資源量が減少して

から)の 6月～7月に東北区水産研究所が行った漁期前調査の結果。円の大きさは、表層トロー

ル(原則 1時間曳網)によって採集されたサンマの尾数を示す。 
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図4．2003 年～2016 年の漁期前調査によって推定された、東経 143 ﾟ～西経165 ﾟのサンマの資源

重量。東北区水産研究所では、北太平洋の日本近海から西経165 ﾟ(2011 年は西経 177 ﾟまで)に

至る海域で、表層トロールを用いてサンマを採集し、海域別に資源量を推定している。資源量

の推定は、日本沿岸から東経 162 ﾟまで(1区)、東経 162 ﾟ～西経 177 ﾟまで(2区)および西経

177 ﾟ～西経 165 ﾟまで(3区)の 3つの海区に分けて行っている。このうち、8月に始まる本年の

棒受網漁業の主対象となる魚群は、漁期前に1区および2区に分布していたものが、西側のも

のから順次日本近海へ来遊し漁獲されていると考えられている。 

2010 年以降、特に日本に最も近い1区の資源量の減少が顕著で、2003 年～2009 年では26.3

万～212.1 万トン(平均 105.3 万トン)で推移していたが、2010 年以降は 1.2 万～24.6 万トン

(13.8 万トン)となっている。一方、2区の資源重量の減少は1区ほど顕著ではなく、2009 年ま

では102.7 万～385.3 万トン(228.1 万トン)であったのに対し、2010 年以降では111.5 万～

247.3 万トン(159.6 万トン)となっている。 
 

 

図 5．2007 年～2009 年(1区の資源量が減少する前；寒色系で表示)と、 2013 年～2015 年(1区の

資源量が減少してから；暖色系)の、8月上旬～10月下旬までの旬別漁獲量の推移。1区の資源

量が減少してからは、漁期始めの旬別漁獲量が少なくなっている。 
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図 6． 2007 年～2009 年(1区の資源量が減少する前)と、 2013 年～2015 年(1区の資源量が減少

してから)の 8月下旬の漁場。赤丸とその大きさは、サンマ漁船の操業位置と漁獲量の多さを

示す。2007 年～ 2009 年は道東海域～色丹島南沖にかけて漁船が集中したが、1区の資源量が

減少してからは色丹島～ウルップ島南東沖まで漁場は広範囲に分散するようになった。  
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図 7．2016 年の漁期前調査で採集されたサンマの経度 10 ﾟごとに区切った海域別の体長組成。赤

は1歳魚、青は0歳魚を示す。東経170 ﾟ以東に 0歳魚が多い。 
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図 8．サンマ棒受網漁船の公海試験操業の漁獲の結果(全さんま提供資料。暫定集計値)。円の大

きさは棒受網によるサンマの漁獲量(1日 1隻あたり：トン)を示す。黒の×は往復時または探

索したものの、操業に至るほどの魚群を発見できなかった日の定時位置を示す。 



 

13 

 

参 画 機 関  

 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 

水産研究本部 釧路水産試験場 

 

岩手県水産技術センター 

 

宮城県水産技術総合センター 

 

福島県水産試験場 

 

茨城県水産試験場 

 

千葉県水産総合研究センター 

 

一般社団法人 漁業情報サービスセンター 

 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構  

中央水産研究所 

 

(取りまとめ機関) 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

東北区水産研究所 

 

 

このほか、全国さんま棒受網漁業協同組合 からはサンマ棒受網漁船の公海試験

操業のデータおよび標本を提供していただいた。 

 

         


